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　事故などで列車の運行が停止した際，運転再開見込み情報の
提供を早く，情報提供ツールの間で統一することが，旅客の不
満の低減に有効である。そのため，鉄道事業者は社員にそのよ
うな方法で案内するよう指示することがあるが，多くの社員は
その指示が守れていない。その背景には，指示された案内方法

図1　DVD版教材の画面例
（エビデンスを用いて説明を行っている場面例）

図2　教材視聴前後の遵守行動の変化
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の有効性が社員に理解・納
得されておらず，そのため
の教育訓練手法が確立され
ていないことが考えられる。
そこで本研究は，これまで
の社員教育ではほとんど行
われてこなかった調査や
実験から得た知見（エビデ
ンス）に基づく説明を用い
た教育訓練手法（エビデン
スの選択方法と説明方法）
を提案し，それを反映し
たDVD版教材を作成した

（図1）。教材を訓練で使ってもらった結果，96％の人が指示の
有効性について理解・納得度を深め，また，訓練から1カ月後
に指示を守る人の割合が13％増加した（図2）。以上から，エ
ビデンスの説明を主体とした教育訓練手法の有効性を確認した。
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